






研究目的 

昭和 55 年度では,胎児発育度の判定とし,児の体重予測式を作成するため,胎嚢(GS),頭殿

長(CRL),大横径(BPD),頭部周囲長,胸部周囲長,腹部周囲長を計測した。大横径,大腿骨長な

ど骨格系の計測による胎児発育の判定が主流を占めているが,胎内発育遅延,未熟児などの

症例では,臓器の発育の方が胎児発育の判定にとって重要と思われる。重要な臓器は種々あ

るが,今回我々は,腎臓に着目し超音波断層法による胎児腎臓の計測を行った。 


